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 が見られる。 

 筆者がここで特筆したことがある。それは 20cm 赤道儀ドームの南東に見える四角なこん

もりとした森である。これは現在では 670 年頃の下方上円墳として全国に 5基しかないと

言われている珍しい古墳である。この古墳は昭和 46 年以降の三鷹市の 4次にわたる発掘調

査でこれ等の事実が判明したのであるが、この写真で見ても、すでにこの古墳は下部が四

角であった認識があったように四角な森として写っているではないか？ 

 また、南から太陽塔望遠鏡、65cm 赤道儀望遠鏡、卯酉儀が南北に一直線に並んでいるこ

とが分かる。そして昭和初期にドイツから第 1次世界大戦の賠償金の物納として納められ

たと言い伝えられている１）65cm 赤道儀望遠鏡、２）太陽塔望遠鏡、３）20cm 赤道儀望遠

鏡、４）20cm 彗星捜索鏡のうち、１）～３）は専用のドームに設置されているが、20cm 彗

星捜索鏡のドームがない。筆者の調査でこの望遠鏡は一時卯酉儀室に設置されていたこと

はアーカイブ室新聞 （2009 年 2 月 13 日 第 133 号）に「 20cm 彗星捜索鏡は彗星を発見し

ていた」という記事の中で書いた。この彗星捜索鏡が何時まで卯酉儀室にあったかは定か

でないが、後にグランド西側にコメットシーカーという望遠鏡が置かれていたものがそう

だと言われている。 

現在の道路からでは分かりにくいが、ゴーチエ子午環とレプソルド子午儀が東西に並ん

で設置されていたことも分かる。当時は南北、東西に道路がきちんと設置されていたこと

も分かる。この東西の延長線のわずか南側に南端の 60m 鉄塔が写っているのが見える。こ

の 60m 鉄塔の探索は終えたつもりでいたが、またぞろ調査の虫が動き出した。 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


